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は
じ
め
に

本
論
文
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
内
外
の
都
市
に
お
い
て
、
イ
ボ

人
移
民
た
ち
が
故
郷
の
権
威
制
度
を
模
し
て
創
造
し
た
擬
制
的
な
王

制
を
論
じ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
日
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る

伝
統
的
権
威
者
の
象
徴
的
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ポ
ス
ト
植
民
地
時
代
の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
と
く
に
一
九
九
〇

年
代
に
入
っ
て
顕
著
と
な
っ
た
現
象
の
ひ
と
つ
に
、「
首
長
位

の
復
活
」（the revival of chieftainship

）（van Binsbergen 
1999:102

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
多
民
族
が
共
生
す
る
ア
フ

リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
、
国
家
が
各
民
族
の
王
や
首
長
を
保
護

し
、
地
域
社
会
の
代
表
と
し
て
一
定
の
権
限
を
与
え
る
政
策
を
と
っ

て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
国
家
の
ほ
と
ん
ど
が
植
民
地
時
代
の
領
土
を

継
承
し
て
お
り
、
歴
史
的
に
自
明
な
正
統
性
を
も
た
な
い
。
そ
の

た
め
、
国
内
に
抱
え
た
民
族
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
回
避
し
自
ら

の
正
統
性
を
補
完
す
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
各
民
族
の
伝
統

的
な
権
威
者
た
ち
の
囲
い
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（van 

Rouveroy van N
ieuw

aal 1996; van D
ijk and van Rouveroy 

van N
ieuw

aal 1999; V
aughan 2000

）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
近

代
国
家
の
樹
立
と
と
も
に
消
失
す
る
か
に
み
え
た
伝
統
的
権
威
者
た

ち
が
復
権
し
、
国
家
と
伝
統
的
権
威
者
が
並
び
立
つ
状
況
が
み
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
特
定
の
民
族
社
会
を
越
え
た
国
家
や
ア
フ
リ
カ
全
体

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
都
市
部
に
お
け
る
移
民
と
王
制

―
―
ポ
ス
ト
植
民
地
時
代
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
伝
統
的
権
威
者
の
象
徴
的
価
値

松
本
尚
之

特
集
―

１
変
貌
す
る
ア
フ
リ
カ
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れ
ら
団
体
の
活
動
と
平
行
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
イ
ボ
人
移

民
た
ち
に
よ
る
擬
制
的
王
制
創
造
の
動
き
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
は
じ
め
に
Ⅰ
章
に
お
い
て
、
移
民
た
ち
の
故
郷
で
あ

る
イ
ボ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
エ
ゼ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
概
括
す
る
。

そ
し
て
続
く
Ⅱ
章
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
始
ま
る
移
民
た
ち
に
よ
る

擬
制
的
王
制
創
造
の
過
程
を
論
じ
る
。
イ
ボ
人
移
民
社
会
に
お
け
る

擬
制
的
王
制
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
の
都

市
カ
ノ
の
事
例
を
扱
っ
た
オ
サ
ガ
エ
（O

saghae 1994; 1998

）
の

研
究
が
あ
る
。
Ⅱ
章
の
前
半
で
は
、
オ
サ
ガ
エ
の
研
究
を
参
照
し
つ

つ
イ
ボ
人
移
民
に
よ
る
擬
制
的
王
制
の
創
造
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部

か
ら
始
ま
り
、
南
部
に
拡
大
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
る
。
そ
し
て
Ⅱ

章
後
半
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
部
の
都
市
ラ
ゴ
ス
を
事
例
と
し
、

イ
ボ
人
移
民
社
会
に
お
け
る
擬
制
的
王
制
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
概

括
す
る
。
そ
の
後
Ⅲ
章
に
て
、
擬
制
的
王
制
に
対
す
る
故
郷
の
人
び

と
や
、
移
民
社
会
内
で
の
評
価
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
Ⅳ
章
に
お

い
て
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
考
察
を
行
う
。

Ⅰ　

故
郷
に
お
け
る
エ
ゼ
の
創
造＊

＊

イ
ボ
人
移
民
た
ち
の
故
郷
で
あ
る
イ
ボ
ラ
ン
ド
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
南
東
地
域
の
五
州
（
ア
ナ
ン
ブ
ラ
州
、
ア
ビ
ア
州
、
イ
モ
州
、
エ

ヌ
グ
州
、
エ
ボ
ニ
州
）
の
ほ
と
ん
ど
と
、
デ
ル
タ
州
、
リ
バ
ー
ス
州

の
一
部
を
あ
わ
せ
た
地
域
を
指
す
。
植
民
地
化
以
前
の
イ
ボ
ラ
ン
ド

は
、
い
く
つ
か
の
集
落
が
集
ま
っ
て
で
き
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
地
縁

集
団
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
そ
れ
ら
地
縁
集
団
の
多
く
に
は
集
権
的

な
権
威
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
集
団
の
意
志
決
定
は
、

す
べ
て
の
成
人
男
性
が
参
加
し
、
発
言
す
る
権
利
を
も
つ
集
会
の
場

で
、
合
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
（U

chendu 1965: 41-43; A
figbo 

1972: 20-21

）。
し
か
し
今
日
で
は
、
イ
ボ
ラ
ン
ド
の
ど
の
地
縁
集

団
に
も
エ
ゼ
の
地
位
が
存
在
し
、
そ
の
地
位
に
あ
る
者
は
、
政
府
の

み
な
ら
ず
、
住
民
た
ち
か
ら
も
伝
統
的
権
威
者
と
し
て
の
扱
い
を
受

け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
エ
ゼ
た
ち
の
多
く
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
当
時
の

軍
事
政
権
が
各
州
で
施
行
し
た
伝
統
的
権
威
者
た
ち
の
承
認
と
保
護

を
め
ぐ
る
政
策
に
由
来
す
る
。
た
と
え
ば
、
南
東
地
域
の
イ
モ
州
の

場
合
、
一
九
七
八
年
に
今
日
の
エ
ゼ
制
度
の
基
礎
と
な
る
「
首
長
位

に
関
す
る
規
則
」（Chieftaincy Edict

）
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法

規
が
施
行
さ
れ
る
と
、
イ
ボ
人
た
ち
は
こ
の
法
規
に
拒
否
反
応
を
示

す
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
英

国
に
よ
る
植
民
地
化
以
来
、
各
民
族
の
伝
統
的
権
威
者
た
ち
を
地
方

行
政
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
用
い
る
政
策
が
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
る

こ
と
な
く
続
い
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
法
規

が
施
行
さ
れ
た
と
き
に
は
、
王
や
首
長
の
地
位
が
イ
ボ
社
会
に
す
で

に
深
く
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

表
１
は
、
一
九
九
九
年
の
第
四
次
民
主
政
権
発
足
後
に
イ
モ
州
政

の
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
、
王
位
や
首
長
位
が
新
し
い
象
徴
的
価
値

を
帯
び
、
人
び
と
の
関
心
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
（V

aughan 1991; O
om

en 2005; 

松
本 2008

）。

本
論
文
で
対
象
と
す
る
イ
ボ
人
は
、
ハ
ウ
サ
人
、
ヨ
ル
バ
人
と
並

び
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
三
大
民
族
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
者
が
、
英
国
に
よ
る
植
民
地
化
以
前
に
王
国
群
を

形
成
し
て
い
た
ハ
ウ
サ
社
会
や
ヨ
ル
バ
社
会
と
の
対
比
の
う
え
に
、

伝
統
的
な
イ
ボ
社
会
を
集
権
的
な
権
威
者
が
不
在
の
「
民
主
主
義

的
」（Forde and Jones 1950: 24; Ejiofor 1981

な
ど
）、「
共
和

主
義
的
」（A

chebe 1984 [1983]: 50; Ekechi 1989: 144

な
ど
）

社
会
と
し
て
論
じ
て
き
た＊

＊

。

し
か
し
、
今
日
の
イ
ボ
社
会
に
は
、
い
く
つ
か
の
集
落
か
ら
な
る

小
さ
な
地
縁
集
団
ご
と
に
「
エ
ゼ
」（E

ze 

複
数
形
は
ン
デ
ィ
エ
ゼ
、

N
di-E

ze

）
と
呼
ば
れ
る
権
威
者
が
存
在
す
る
。「
エ
ゼ
」
と
は
、
イ

ボ
語
で
「
王
」
や
「
伝
統
的
統
治
者
」（traditional ruler
）
を
意

味
す
る
。
こ
の
地
位
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
「
首
長
位
の
復

活
」
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
国
家
政
策
を
契
機
と
し
て
生

ま
れ
た
新
し
い
地
位
で
あ
る
。
エ
ゼ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
縁
集
団
の
伝

統
的
権
威
者
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
政
府

に
対
す
る
住
民
た
ち
の
代
表
を
務
め
る
。
イ
ボ
社
会
で
は
現
在
、
エ

ゼ
の
地
位
に
対
す
る
人
び
と
の
関
心
が
非
常
に
高
い
。「
伝
統
的
な

イ
ボ
社
会
に
は
も
と
も
と
王
制
が
存
在
し
た
」
と
す
る
歴
史
認
識
ま

で
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
松
本 2003

）。
そ
の
結
果
、
今
日
の

イ
ボ
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
本
論
文
で
取
り

上
げ
る
イ
ボ
人
移
民
た
ち
に
よ
る
擬
制
的
な
王
制
創
造
の
動
き
も
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
内
外
の
イ
ボ
人
移
民
社
会
に
は
現
在
、「
エ
ゼ
・

イ
ボ
」（E

ze Igbo

）
あ
る
い
は
「
エ
ゼ
・
ン
デ
ィ
ボ
」（E

ze N
di-

Igbo

）
と
呼
ば
れ
る
権
威
者
が
存
在
す
る
。「
エ
ゼ
・
イ
ボ
」
と
は
イ

ボ
語
で
「
イ
ボ
人
の
王
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
社
会

が
異
民
族
の
都
市
に
お
い
て
、
イ
ボ
人
移
民
た
ち
が
故
郷
の
エ
ゼ
を

模
し
て
導
入
し
た
地
位
で
あ
る
。
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
の
動
き

は
一
九
八
〇
年
代
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
の
諸
都
市
で
は
じ
ま
り
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
南
部
の
都
市
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
現

在
で
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
各
地
の
イ
ボ
人
移

民
社
会
に
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
移
民
社
会
を
扱
っ
た
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
類

学
的
研
究
で
は
、
移
民
た
ち
が
同
郷
者
を
集
め
て
構
築
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
主
と
し
て
同
郷
団
体
が
注
目
を
集
め
て
き
た

（H
oney and O

kafor, eds 1998; T
rager 2001

）。
そ
れ
ら
同
郷

団
体
は
、
小
さ
な
村
落
か
ら
民
族
全
体
ま
で
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
単
位
を
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
基
準
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、
移
民

た
ち
の
民
族
意
識
の
生
成
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
（Sm

ock 1971; Colem
an 1986 [1958]: 339-343

）。
こ
れ
ら

の
同
郷
団
体
は
現
在
で
も
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
移
民
た

ち
の
相
互
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
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と
を
対
象
と
し
て
、
首
長
位
の
称
号
（chieftaincy title

）
を
授
与

す
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
称
号
の
種
類
は
共
同
体
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
称
号
の
な
か
に
は
候
補
者
の
出
身
地
や
居
住
地
に
か
か
わ
ら

ず
贈
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
称
号
を
手
に
す
る
者
の
な
か

に
は
、
都
市
に
出
た
共
同
体
出
身
の
移
民
た
ち
や
、
異
民
族
の
者
も

含
ま
れ
る
。
称
号
を
手
に
し
た
者
は
、
エ
ゼ
が
主
催
す
る
評
議
会

（
エ
ゼ
の
評
議
会 E

ze-in-Council

）を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

今
日
、
エ
ゼ
た
ち
の
多
く
が
、
都
市
で
経
済
的
に
成
功
を
収
め
た
移

民
た
ち
や
、
政
府
に
顔
の
利
く
政
治
家
た
ち
、
あ
る
い
は
共
同
体
を

訪
れ
た
政
府
要
人
ら
に
、
首
長
位
の
称
号
を
授
与
す
る
。
そ
し
て
称

号
授
与
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
エ
ゼ
に
求
心
力
を

生
み
出
し
、
自
律
的
共
同
体
内
外
に
お
け
る
影
響
力
を
与
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

Ⅱ　

都
市
に
お
け
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
創
造

「
イ
ボ
ラ
ン
ド
の
核
」
と
称
さ
れ
る
南
東
地
域
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
な
か
で
も
特
に
人
口
が
過
密
な
地
域
で
あ
る
。
人
口
密
度
の
高

さ
は
、
植
民
地
時
代
に
イ
ボ
ラ
ン
ド
か
ら
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
各
地
の
都

市
部
へ
と
移
民
の
流
れ
を
生
み
出
し
た
。
ラ
ゴ
ス
や
カ
ノ
、
カ
ド
ゥ

ナ
な
ど
の
西
部
、
北
部
の
主
要
都
市
で
は
イ
ボ
人
移
民
の
人
口
が
急

速
に
増
加
し
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
は
全
移
民
人
口
の
お
よ
そ

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
（Colem

an 1986 
[1958]: 332-334

）。

植
民
地
時
代
、
都
市
部
に
出
稼
ぎ
に
で
た
イ
ボ
人
移
民
た
ち
が
相

互
扶
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
際
に
、
そ
の
媒
体
と
し
た

の
は
王
制
で
は
な
く
、
同
郷
団
体
で
あ
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
、同
郷
団
体
の
設
立
が
み
ら
れ
る（Sm

ock 
1971:10

）。
そ
れ
に
対
し
、
イ
ボ
人
移
民
た
ち
が
、
同
郷
者
を
結
び

つ
け
る
媒
介
と
し
て
擬
制
的
王
制
を
創
造
す
る
の
は
、
ポ
ス
ト
植
民

地
時
代
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

１　

北
部
に
お
け
る
創
造
と
南
部
へ
の
普
及

イ
ボ
人
移
民
社
会
に
お
け
る
王
制
の
創
造
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北

部
の
都
市
で
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
、
北

部
第
一
の
都
市
で
あ
る
カ
ノ
で
は
、
一
九
八
七
年
末
に
、
イ
ボ
人
移

民
た
ち
に
よ
っ
て
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
創
造
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
、カ
ノ
に
限
ら
ず
、カ
ド
ゥ
ナ
や
ジ
ョ
ス
、

ザ
リ
ア
、
ソ
コ
ト
、
カ
ツ
ィ
ナ
、
バ
ウ
チ
と
い
っ
た
北
部
の
主
要
都

市
に
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
が
浸
透
し
て
い
た
（O

saghae 1994

）。

植
民
地
時
代
、
英
国
政
府
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
に
お
い
て
、
イ

ス
ラ
ム
宗
教
政
治
体
制
の
保
護
政
策
を
と
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
数
派
を
占
め
る
南
部
か
ら
の
移
民
た
ち

と
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
地
元
住
民
の
交
流
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

府
が
施
行
し
た
法
規
を
も
と
に
、
エ
ゼ
の
位
置
づ
け
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
エ
ゼ
は
、「
自
律
的
共
同
体
」
と
呼
ば
れ
る
単
位
を
も

と
に
選
ば
れ
る
。
政
府
は
自
律
的
共
同
体
を
伝
統
的
な
社
会
集
団
と

見
な
し
て
お
り
、
エ
ゼ
は
そ
の
長
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
自
律
的
共
同
体
は
政
府
の
認
可
を
必
要
と
す
る
単

位
で
あ
り
、
エ
ゼ
も
就
任
に
あ
た
っ
て
政
府
の
承
認
を
得
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
承
認
後
は
政
府
か
ら
手
当
を
支
給
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
エ
ゼ
は
、
国
家
に
よ
っ
て
行
政
上
の
特
権
を
与
え

ら
れ
た
「
行
政
首
長
」（
中
林 1991; 
小
馬 1984; M

am
dani 1996; 

von T
rotha 1996

）
や
「
官
僚
首
長
」（O

om
en 2005

）
と
呼
ば
れ

る
地
位
に
類
す
る
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
規
に
定
め
ら
れ
た
エ

ゼ
の
役
割
は
共
同
体
の
文
化
的
代
表
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
エ
ゼ

は
政
府
か
ら
明
確
な
行
政
上
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

し
か
し
、
文
化
的
代
表
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
エ
ゼ
で
は
あ
る
が
、

彼
ら
の
多
く
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
政
治
的
影
響
力
を
も
っ
て
い

る
。
植
民
地
時
代
か
ら
続
く
首
長
を
仲
立
ち
と
し
た
地
方
行
政
政
策

の
結
果
、
人
び
と
は
エ
ゼ
を
政
府
と
自
分
た
ち
を
結
ぶ
媒
介
者
と
見

な
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ゼ
の
選
出
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の

場
合
、
共
同
体
内
外
に
政
治
的
、
経
済
的
な
影
響
力
を
も
つ
者
が

選
ば
れ
る
場
合
が
多
い
（H

arneit-Sievers 1998: 67; N
w

aubani 
1994: 364-365

）。

ま
た
、
エ
ゼ
た
ち
は
、
自
律
的
共
同
体
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
び

呼称と定義
エゼ（Eze）

「伝統と習慣に従って人々が同定、選出、指名し、かつ就任させたあと、承認のために政府に披露した、
自律的共同体の伝統的な、あるいはその他の長」

選出単位
自律的共同体（Autonomous Community）

「特定しうる地理的な一地域、あるいは複数の地域に居住し、ひとつあるいは複数の共同体からなり、
共通の歴史的遺産とともに共通の伝統的、文化的生活様式によって結ばれ、政府によってひとつの自
律的共同体と承認され認可された、人びとの集まり」

役割
①式典などの機会に自律的共同体を代表する。
②共同体の重要な来客を接見する。
③共同体の祭りを主宰する。
④文化、習慣、伝統の保護者を務め、これらについて共同体に助言を与える。
⑤共同体の法と秩序の維持において政府を助ける。
⑥共同体の安全に関わる諸事について、まち組合（共同体の自治組織）とともに審議する。
⑦共同体の開発計画を奨励する。
⑧税金などの徴収において、共同体を管轄する州および地方政府を助ける。
⑨共同体の安定と平和を促進する。
⑩相談と助言を求めるために地方行政区の議長が時として招集する集会に参加する。
⑪所与の共同体のまち組合と良好な関係を維持する。

表 1　1999 年の法規に定められたエゼの位置づけ

（出典）I.S.N.（2000）をもとに筆者が作成。
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を
一
時
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
南
部
に
は
サ
ボ

ン
・
ガ
リ
の
よ
う
な
特
定
地
区
へ
の
移
民
人
口
の
集
中
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
同
郷
団
体
や
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
の
よ
う
な
集
約
的
な

組
織
化
が
よ
り
困
難
な
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、
北
部
に
比
べ
南
部

の
諸
都
市
は
移
民
人
口
が
よ
り
大
き
い
こ
と
か
ら
、
移
民
た
ち
の
相

互
扶
助
を
目
的
と
し
た
活
動
が
、
民
族
レ
ベ
ル
の
団
体
よ
り
も
、
よ

り
小
さ
な
下
位
集
団
レ
ベ
ル
で
の
同
郷
団
体
に
よ
っ
て
精
力
的
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
南
部
で
は
ひ
と
つ
の

都
市
に
住
む
移
民
た
ち
の
意
見
を
集
約
し
、
一
人
の
王
を
選
ぶ
こ
と

が
よ
り
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
オ
サ
ガ
エ
の
主
張
で
あ
る
。

し
か
し
、
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
部
の
主
要

都
市
で
も
、
イ
ボ
人
移
民
た
ち
に
よ
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
現
在
で
は
、
ラ
ゴ
ス
や
イ

バ
ダ
ン
、
リ
バ
ー
ス
、
ク
ロ
ス
・
リ
バ
ー
、
エ
ド
な
ど
の
各
州
に
エ

ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
存
在
す
る
。
以
下
で
は
、
ラ
ゴ
ス
州
の
例
を
み

て
み
た
い
。

２　

ラ
ゴ
ス
に
お
け
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
の
始
ま
り

ラ
ゴ
ス
は
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
最
大
の
都
市
で
あ
る
。
も
と
も

と
漁
村
で
あ
っ
た
が
、
植
民
地
支
配
と
と
も
に
政
治
・
経
済
の
中
心

都
市
と
し
て
発
展
し
、
独
立
後
も
一
九
九
一
年
ま
で
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

の
首
都
で
あ
っ
た
。現
在
の
ラ
ゴ
ス
は
五
つ
の
区
（A

dm
inistrative 

D
ivision

）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
五
つ
の
区
は
さ
ら
に
合
計
二
〇

の
地
方
行
政
区
（Local Governm

ent A
rea

）
に
分
か
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
は
、
伝
統
的
権
威
者
と
し
て
ヨ
ル
バ
人
の

オ
バ
が
い
る
。

カ
ノ
の
事
例
の
よ
う
に
、
通
常
エ
ゼ
・
イ
ボ
は
ひ
と
つ
の
都
市
に

つ
き
一
人
の
み
選
ば
れ
、
そ
の
都
市
に
住
む
イ
ボ
人
移
民
全
体
を
代

表
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ラ
ゴ
ス
に
は
、
複
数
の
「
エ
ゼ
・
イ
ボ
」

を
名
乗
る
人
物
が
存
在
す
る
。
ラ
ゴ
ス
州
全
体
の
イ
ボ
人
移
民
を
代

表
す
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
と
は
別
に
、
州
を
構
成
す
る
地
方
行
政
区
そ
れ

ぞ
れ
に
、
そ
の
地
方
行
政
区
を
取
り
仕
切
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
が
い
る
の

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
と
く
に
ラ
ゴ
ス
州
の
イ
ボ
人
移
民
全
体
を
代

表
す
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
（E

ze Igbo, Lagos

）
の
み
を
指
し
て
、「
ラ

ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
創
造
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
九

年
の
こ
と
で
あ
る
。
初
代
エ
ゼ
・
イ
ボ
は
、
一
九
四
八
年
生
ま
れ
の

ア
ナ
ン
ブ
ラ
州
Ｉ
自
律
的
共
同
体
出
身
の
Ｏ
氏
で
、
戴
冠
当
時
は

五
〇
歳
で
あ
っ
た
。
彼
が
ラ
ゴ
ス
に
移
住
し
た
の
は
内
戦
直
後
の
こ

と
で
あ
り
、
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
同
地
で
暮
ら
し
て
い
る
。
Ｏ

氏
は
、
自
ら
が
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
企
業
の
最
高
経
営
責
任
者
の
地

位
に
あ
り
、
ラ
ゴ
ス
在
住
の
イ
ボ
人
移
民
た
ち
の
な
か
で
も
最
も
成

功
し
た
企
業
家
の
一
人
で
あ
る
。
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
選
ば
れ

る
以
前
の
一
九
九
二
年
に
は
、
故
郷
の
Ｉ
自
律
的
共
同
体
の
エ
ゼ
か

ら
首
長
位
の
称
号
を
授
受
し
て
い
る
。加
え
て
、ゴ
ン
ベ
州
（
北
部
）

に
、
サ
ボ
ン
・
ガ
リ
と
呼
ば
れ
る
移
民
居
住
区
を
設
け
た
。
カ
ノ
で

は
、
一
九
一
一
年
に
サ
ボ
ン
・
ガ
リ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
サ
ボ

ン
・
ガ
リ
の
住
民
人
口
に
お
い
て
、
当
初
多
数
派
を
占
め
た
の
は
ヨ

ル
バ
人
で
あ
っ
た
が
、
植
民
地
時
代
後
期
に
は
イ
ボ
人
が
そ
の
地

位
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
居
住
制
限
が
な
く
な
っ
た

現
在
も
、
イ
ボ
人
移
民
の
多
く
が
サ
ボ
ン
・
ガ
リ
に
住
居
を
構
え

て
お
り
、
移
民
人
口
の
集
中
が
み
ら
れ
る
（N

noli 1980: 115-116; 
O

saghae 1994; 1998

）。

エ
ゼ・
イ
ボ
の
選
出
は
、
イ
ボ
人
共
同
体
結
社
（Igbo Com

m
unity 

A
ssociation

）
と
い
う
名
の
同
郷
団
体
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
イ
ボ

人
共
同
体
結
社
は
イ
ボ
人
全
体
を
対
象
と
す
る
団
体
で
、
カ
ノ
の
イ

ボ
人
移
民
た
ち
が
設
立
し
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
同
郷
団
体
を
傘
下
に

置
く
中
央
組
織
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
。
自
律
的
共
同
体
や
地
方

行
政
区
な
ど
を
単
位
と
し
た
お
よ
そ
一
六
〇
の
同
郷
団
体
が
加
盟
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
団
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
表
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
（O

saghae 1994: 47-49; 1998: 113-115

）。

エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
は
世
襲
制
で
は
な
く
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
東

地
域
の
各
州
か
ら
持
ち
回
り
で
選
ば
れ
る
。
イ
ボ
人
共
同
体
結
社
が

候
補
者
を
募
っ
た
あ
と
、
結
社
と
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
評
議
会
（
エ
ゼ
・

イ
ボ
が
組
織
す
る
助
言
機
関
で
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
が
不
在
の
際
に
は
そ
の

役
割
を
代
行
す
る
）
が
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
審
査
と
最
終
候
補

者
の
選
考
を
行
い
、
最
後
に
結
社
の
総
会
で
承
認
を
得
て
、
新
た
な

エ
ゼ
・
イ
ボ
が
決
定
す
る
（O

saghae 1994: 61-62

）。
エ
ゼ
・
イ

ボ
の
戴
冠
に
あ
た
っ
て
は
、
故
郷
か
ら
エ
ゼ
の
一
人
を
招
き
、
戴
冠

式
を
取
り
仕
切
る
よ
う
依
頼
す
る
。そ
の
後
、カ
ノ
の
エ
ミ
ー
ル
（
伝

統
的
権
威
者
）
に
面
会
し
、
伝
統
的
な
区
長
（sarkin

）
の
任
命
方

法
と
同
じ
作
法
で
、
エ
ミ
ー
ル
が
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
候
補
者
に
「
タ
ー

バ
ン
を
巻
く
」（O

saghae 1998: 119

）。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
ゼ
・

イ
ボ
の
戴
冠
が
公
的
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

カ
ノ
で
は
、
一
九
八
七
年
末
に
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
創
造
さ
れ

て
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
間
に
二
度
の
地
位
継
承
が
あ
り
、
合
計

で
三
名
が
そ
の
地
位
に
就
い
た
。
彼
ら
三
名
は
み
な
、
カ
ノ
在
住
の

裕
福
な
企
業
家
で
あ
り
、
と
く
に
一
九
九
三
年
に
三
代
目
エ
ゼ
・
イ

ボ
に
戴
冠
し
た
人
物
は
、弁
護
士
の
資
格
も
も
っ
て
い
た
（O

saghae 
1994: 54

）。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
各
地
の
都

市
に
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
普
及
し
て
い
た
の
に
対
し
、
南
部
で

は
、
い
ま
だ
イ
ボ
人
移
民
た
ち
に
よ
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
オ
サ
ガ
エ
（O

saghae 1994: 71-74

）
は
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
が
北
部
の
イ
ボ
人
移
民

社
会
の
み
で
普
及
し
、
南
部
に
拡
大
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
以

下
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
北
部
と
比
較
し
て
南
部
の
諸

都
市
は
移
民
た
ち
の
故
郷
か
ら
距
離
が
近
い
た
め
、
移
民
た
ち
が
故

郷
と
の
間
に
永
続
的
な
結
び
つ
き
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。
第
二

に
、
同
じ
く
移
住
先
と
故
郷
の
距
離
が
比
較
的
近
い
結
果
、
南
部
の

移
民
た
ち
は
居
住
年
数
の
長
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
で
の
生
活
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バ
ー
と
な
る
。
ラ
ゴ
ス

の
エ
ゼ
・
イ
ボ
が
授
与

す
る
首
長
位
の
称
号
は

三
種
類
あ
る
。
さ
ら
に

称
号
と
は
異
な
る
が
、

評
議
会
の
役
職
が
い
く

つ
か
あ
り
、
評
議
会
の

メ
ン
バ
ー
の
な
か
か
ら

エ
ゼ
・
イ
ボ
の
指
名
に

よ
っ
て
選
ば
れ
る
。

三
種
類
の
首
長
位
の

称
号
の
な
か
で
も
、
ラ

ゴ
ス
に
お
け
る
エ
ゼ
・

イ
ボ
制
度
の
展
開
を
論

じ
る
う
え
で
、
と
く
に

興
味
深
い
の
が
、
エ

ゼ
・
ウ
ド
（E

ze U
do

）
の
称
号
で
あ
る
。
こ
の
称
号
は
イ
ボ
人
の

み
を
対
象
と
し
た
称
号
で
あ
り
、
ラ
ゴ
ス
在
住
の
イ
ボ
人
移
民
た
ち

の
な
か
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
行
政
区
に
つ
き
一
名
の
み
に
与
え

ら
れ
る
。
エ
ゼ
・
ウ
ド
の
称
号
を
も
つ
者
は
、
各
地
方
行
政
区
に
住

む
イ
ボ
人
移
民
の
代
表
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
。
本
節
冒
頭
で
述

べ
た
よ
う
に
、
ラ
ゴ
ス
で
は
、
州
全
体
を
代
表
す
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
と

は
別
に
、
各
地
方
行
政
区
に
お
い
て
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
Ｏ
氏
自
身
も
、
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ

に
戴
冠
す
る
以
前
は
、
居
住
す
る
地
方
行
政
区
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
で

あ
っ
た
。
Ｏ
氏
は
エ
ゼ
・
ウ
ド
の
称
号
授
与
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
各

地
方
行
政
区
に
お
け
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
創
造
の
動
き
を
牽
制
し
、
自
ら

に
従
属
す
る
エ
ゼ
・
ウ
ド
た
ち
を
各
地
方
行
政
区
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
に

代
わ
る
存
在
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
行
政
区
の
ま
と
め
役
に
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、Ｏ
氏
の
意
図
に
反
し
、エ
ゼ
・

ウ
ド
の
地
位
に
就
い
た
人
び
と
は
、
自
ら
を
「
エ
ゼ
・
イ
ボ
」
と
称

し
、
Ｏ
氏
か
ら
な
か
ば
自
律
し
た
存
在
と
し
て
自
ら
の
地
位
を
主
張

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ゴ
ス
に
お
い
て
現
在
、
地
方
行
政
区
の
エ

ゼ
・
イ
ボ
と
称
さ
れ
る
人
び
と
の
幾
人
か
は
、
も
と
も
と
Ｏ
氏
か
ら

エ
ゼ
・
ウ
ド
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
人
び
と
な
の
で
あ
る
。

Ⅲ　
エ
ゼ
・
イ
ボ
創
造
に
対
す
る
イ
ボ
人
た
ち
の
反
応

１　

故
郷
の
人
び
と
の
反
応

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
都
市
部
に
お
い
て
イ
ボ
人
た
ち
が
組
織
し
た

同
郷
団
体
の
多
く
は
、
会
員
間
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
活
動

を
行
う
ば
か
り
で
な
く
、
故
郷
に
お
い
て
企
画
さ
れ
た
自
助
開
発

の
試
み
に
対
し
、
経
済
的
な
援
助
を
行
っ
て
い
る
（Sm

ock 1971; 
N

w
achukw

u 1996

）。
都
市
と
農
村
の
経
済
的
格
差
が
進
む
今
日
、

エゼ・イボ

エゼ・ウド
トラディショナル・
プライムミニスター

（その他の役職） 役職地方行政区

オブエフィ（上位首長）

イチエ（首長）

図 1　エゼ・イボの評議会

の
伝
統
的
権
威
者
の
一
人
か
ら
も
首
長
位
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
お

り
、
民
族
を
越
え
た
幅
広
い
交
友
関
係
を
も
つ
こ
と
が
窺
え
る
。

Ｏ
氏
の
自
宅
の
豪
奢
な
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
は
、「
オ
ビ
・

ン
デ
ィ
イ
ボ
」（O

bi N
digbo  

「
イ
ボ
人
た
ち
の
家
」
の
意
味
）
と
名

付
け
ら
れ
た
集
会
場
が
あ
る
。
こ
の
集
会
場
に
お
い
て
、
Ｏ
氏
は
彼

の
支
持
者
を
集
め
て
集
会
を
開
き
、
個
々
人
が
抱
え
る
日
常
的
な
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
他
の
民
族
集
団
と
の
大
規
模
な
争
い
ま
で
、
イ
ボ
人
移

民
と
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。
ま
た
、
Ｏ
氏
の
支

持
者
た
ち
は
、
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
を
イ
ボ
人
移
民
全
体
の
文
化

的
代
表
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
故
郷
に
帰
省
す
る
機

会
が
少
な
い
者
や
、
ラ
ゴ
ス
で
生
ま
れ
育
っ
た
移
民
二
世
や
三
世
た

ち
が
、
イ
ボ
人
の
民
族
文
化
を
学
び
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

維
持
す
る
機
会
と
し
て
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
が
主
催
す
る
文
化
行
事
の
必

要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
機
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｏ
氏

は
毎
年
自
宅
に
お
い
て
、
故
郷
の
年
中
行
事
を
模
し
た
ヤ
ム
イ
モ
の

収
穫
祭
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｏ
氏
が
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
選
ば
れ
た
経
緯
を
み
る
と
、
ま
ず
Ｏ
氏

は
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
戴
冠
す
る
お
よ
そ
半
年
前
に
、
彼
が

居
を
構
え
て
い
る
地
方
行
政
区
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
選
ば
れ
て
い
る
。

同
地
区
の
イ
ボ
人
移
民
た
ち
は
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
と
同

じ
年
に
「
イ
ボ
人
進
歩
福
祉
結
社
」（Igbo Progressive W

elfare 
A

ssociation

）
と
い
う
名
の
同
郷
団
体
を
組
織
し
て
お
り
、
こ
の

結
社
を
介
し
て
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
選
出
が
行
わ
れ
た
。
戴
冠
式
は

一
九
九
八
年
一
〇
月
に
Ｏ
氏
の
自
宅
で
行
わ
れ
た
。
式
で
は
、
同
じ

地
方
行
政
区
に
住
む
イ
ボ
人
移
民
た
ち
の
な
か
で
も
最
年
長
の
者
が

Ｏ
氏
の
頭
に
用
意
し
た
王
冠
を
載
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
エ
ゼ
・
イ
ボ

の
地
位
の
創
造
と
Ｏ
氏
の
戴
冠
が
権
威
づ
け
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
半
年
た
っ
た
一
九
九
八
年
四
月
に
、
Ｏ
氏
は
ラ
ゴ
ス

の
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
に
就
い
た
。
選
出
は
地
方
行
政
区
に
お
け
る

場
合
と
同
様
に
、民
族
団
体
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。「
オ
ハ
ネ
エ
ゼ
・

ン
デ
ィ
ボ
・
ラ
ゴ
ス
」（O

haneze N
digbo, Lagos

）
と
い
う
名
の

団
体
で
、
Ｏ
氏
は
団
体
の
設
立
に
あ
た
り
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
戴
冠
式
は
、
イ
ボ
ラ

ン
ド
か
ら
エ
ゼ
の
一
人
を
招
き
、彼
の
手
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
戴
冠
式
の
あ
と
に
、
Ｏ
氏
は
イ
ボ
ラ
ン
ド
か
ら
五
人
の
エ

ゼ
を
招
き
、
彼
ら
エ
ゼ
た
ち
を
紹
介
人
と
し
て
ラ
ゴ
ス
の
オ
バ
に
謁

見
し
、
オ
バ
か
ら
祝
福
を
受
け
た
。

ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
戴
冠
し
た
あ
と
、
Ｏ
氏
は
自
ら
の
支

持
者
を
集
め
評
議
会
を
組
織
し
た
（
図
１
）。「
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
評
議

会
」（E

ze Igbo-in-Council

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
イ
ボ
ラ
ン
ド

の
エ
ゼ
た
ち
が
各
自
の
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
す
る
集
会
（
エ
ゼ
の

評
議
会
）
に
類
似
し
た
集
ま
り
で
あ
る
。
イ
ボ
ラ
ン
ド
の
エ
ゼ
た
ち

と
同
じ
く
、
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
も
、
彼
が
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
る
人
び
と
に
対
し
て
、
首
長
位
の
称
号
を
授
与
す
る
。

対
象
は
イ
ボ
人
に
限
定
さ
れ
ず
、
他
民
族
の
者
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら

首
長
位
の
称
号
を
も
つ
人
び
と
が
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
評
議
会
の
メ
ン



140141 ナイジェリア都市部における移民と王制

エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
に
就
い
た
者
は
、
対
象
と
な
る
都
市
に
居
住

す
る
イ
ボ
人
移
民
た
ち
を
代
表
す
る
「
王
」（
エ
ゼ
）
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
故
郷
に
戻
れ
ば
、
彼
ら
は
出
身
共

同
体
の
エ
ゼ
に
従
属
す
る
立
場
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ゼ
・
イ
ボ

の
地
位
は
、
移
住
先
の
都
市
と
故
郷
の
間
に
、
権
威
関
係
の
ね
じ
れ

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
郷
の
エ
ゼ
た
ち
は
、
移
民
た
ち

が
自
分
た
ち
の
文
化
的
代
表
を
選
び
た
い
の
で
あ
れ
ば
、「
エ
ゼ
・

イ
ボ
」（
イ
ボ
人
の
王
）
と
い
う
呼
称
で
は
な
く
、「
オ
ニ
イ
シ
・
ン

デ
ィ
ボ
」（O

nye isi N
digbo

）
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
る
。「
オ
ニ
イ
シ
」
と
は
イ
ボ
語
で
「
指
導
者
」（
人
を

表
すonye

＋
頭
を
表
すisi

）
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
同
郷
団

体
な
ど
の
会
長
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
〇

月
に
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
東
地
域
の
エ
ゼ
た
ち
が
集
ま
る
会
議

（South East Council of T
raditional Rulers

）
が
、
都
市
移
民
た

ち
が
創
造
し
た
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
を
認
知
し
な
い
と
い
う
声
明
を

発
表
し
た
（A

ll A
frica.com

 2008/10/21

）。

２　

移
民
た
ち
の
反
応

エ
ゼ
・
イ
ボ
に
関
す
る
評
価
は
、
ラ
ゴ
ス
在
住
の
移
民
た
ち
の
間

で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
サ
ボ
ン
・
ガ
リ
に
人
口
が
集
中
し
て

い
る
カ
ノ
の
事
例
と
は
異
な
り
、
ラ
ゴ
ス
の
イ
ボ
人
移
民
た
ち
は
、

州
内
の
各
地
に
分
散
し
て
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
郷
団
体
に

つ
い
て
も
、
対
象
と
す
る
出
身
地
や
会
員
資
格
を
同
じ
く
し
な
が
ら

も
、
活
動
拠
点
や
会
員
構
成
が
異
な
る
複
数
の
団
体
が
林
立
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
汎
イ
ボ
人
団
体
に
つ
い
て
も
、
Ｏ
氏
の
戴
冠
に

関
わ
っ
た
オ
ハ
ネ
エ
ゼ
・
ン
デ
ィ
ボ
・
ラ
ゴ
ス
の
他
に
、
ン
デ
ィ

ボ
・
ラ
ゴ
ス
（N

digbo, Lagos

）
や
イ
ボ
語
話
者
共
同
体
（Igbo 

Speaking Com
m

unity

）
な
ど
複
数
の
団
体
が
存
在
し
、
自
ら
を

ラ
ゴ
ス
在
住
の
イ
ボ
人
全
体
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
団
体
の
う
ち
、
た
と
え
ば
ン
デ
ィ
ボ
・
ラ
ゴ
ス
の
役
員

は
、
移
民
た
ち
が
故
郷
の
文
化
に
触
れ
る
ひ
と
つ
の
媒
介
と
し
て
エ

ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
た
ち

の
預
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
進
め
ら
れ
た
Ｏ
氏
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
へ
の

戴
冠
に
つ
い
て
は
公
的
に
認
め
て
い
な
い
。
ン
デ
ィ
ボ
・
ラ
ゴ
ス

は
、
集
会
が
あ
れ
ば
ラ
ゴ
ス
で
影
響
力
を
も
つ
イ
ボ
人
の
一
人
と
し

て
Ｏ
氏
を
招
待
す
る
。
し
か
し
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
と
し
て
招
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ラ
ゴ
ス
在
住
の
イ

ボ
人
移
民
た
ち
が
示
す
Ｏ
氏
へ
の
支
持
は
、
多
く
の
場
合
、
彼
個
人

が
も
つ
影
響
力
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
ラ
ゴ
ス
の
エ
ゼ
・
イ

ボ
と
い
う
地
位
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

都
市
に
出
た
移
民
た
ち
が
同
郷
団
体
を
介
し
て
行
う
資
金
援
助
は
、

故
郷
の
自
助
開
発
の
主
要
な
資
金
源
と
な
っ
て
い
る
。
自
助
開
発
の

実
行
組
織
は
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
資
金
が
必
要
に
な
れ
ば

各
地
の
同
郷
団
体
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
経
済
的
な
援
助
を
要
請

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
移
民
た
ち
に
よ
る
同
郷
団
体
の
組
織
化
は
、

故
郷
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
る
。
と
き
に

は
、
同
郷
団
体
が
存
在
し
な
い
都
市
の
移
民
た
ち
に
対
し
、
同
郷
者

を
集
め
て
団
体
を
設
立
す
る
よ
う
に
、
故
郷
の
エ
ゼ
や
自
治
組
織
が

積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
同
郷
団
体
の
な
か
に
は
活
動
拠
点
の
都
市
で
、
故
郷
の
年

中
行
事
を
模
し
た
祭
り
な
ど
を
開
催
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
祭

り
で
は
、
故
郷
か
ら
エ
ゼ
ら
来
賓
を
招
い
た
り
、
故
郷
で
行
わ
れ
て

い
る
自
助
開
発
の
た
め
の
寄
付
集
め
の
催
し
が
開
か
れ
た
り
も
す

る
。
同
郷
団
体
が
故
郷
の
文
化
を
模
し
て
開
催
す
る
こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
活
動
に
関
し
て
も
、
移
民
た
ち
が
故
郷
と
の
結
び
つ
き
を
維
持

し
、
移
民
二
世
や
三
世
た
ち
が
自
分
た
ち
の
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
も
の
と
し
て
、
故
郷
の
人
び
と
は
肯
定
的
に
評
価
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
に
移
住
し
た
人
び
と
が
同
郷
団
体
を
設
立
し

た
り
、
団
体
を
介
し
て
祭
り
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
故
郷
の

人
び
と
は
、
移
民
た
ち
が
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
忘
れ
て
い
な
い
証

と
し
て
、
歓
迎
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
移
民
た
ち
に
よ
る
エ

ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
の
動
き
に
対
す
る
故
郷
の
人
び
と
の
反
応

は
、
非
常
に
否
定
的
で
あ
る
。

今
日
イ
ボ
人
た
ち
の
間
に
は
、
民
族
文
化
と
し
て
の
王
制
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
、
相
反
す
る
二
つ
の
言
説
が
広
ま
っ
て
い
る
（
松
本

2003

）。
ひ
と
つ
は
、
伝
統
的
な
イ
ボ
社
会
に
は
王
や
首
長
の
よ
う

な
集
権
的
な
権
威
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
言
説
で
あ
り
、「
共

和
主
義
」
や
「
民
主
主
義
」
を
イ
ボ
人
固
有
の
民
族
文
化
と
す
る
立

場
で
あ
る
。
こ
の
言
説
を
主
張
す
る
人
び
と
は
、
と
く
に
高
等
教
育

を
受
け
た
イ
ボ
人
知
識
層
に
多
い
。
彼
ら
は
イ
ボ
ラ
ン
ド
に
現
在
普

及
し
た
エ
ゼ
制
度
自
体
に
否
定
的
で
あ
り
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
に
つ

い
て
も
、「
イ
ボ
人
を
統
べ
る
王
」
と
い
う
考
え
そ
の
も
の
が
イ
ボ

社
会
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
。

民
族
文
化
と
し
て
の
王
制
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
も
う
ひ
と
つ
の

言
説
は
、
イ
ボ
社
会
に
は
も
と
も
と
集
権
的
な
権
威
者
が
存
在
し
た

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ゼ
の
地
位
を
イ
ボ
社
会
に
も
と
も
と
備

わ
っ
た
民
族
文
化
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
イ
ボ
ラ
ン
ド
に
エ
ゼ
制
度

が
広
く
普
及
し
て
い
る
現
在
、
多
く
の
人
び
と
が
こ
の
言
説
を
支
持

し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
故
郷
の
エ
ゼ
た
ち
は
、
こ
の
言

説
の
主
唱
者
で
あ
る
。
だ
が
、
イ
ボ
文
化
に
お
け
る
エ
ゼ
の
地
位
の

正
統
性
を
主
張
す
る
彼
ら
も
、
都
市
部
に
生
ま
れ
た
エ
ゼ
・
イ
ボ
の

地
位
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。
故
郷
の
エ
ゼ
た
ち
は
、
移
民
た

ち
に
よ
る
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
の
動
き
に
つ
い
て
、そ
れ
を「
イ

ボ
文
化
の
粗
悪
化
」（bastardization of Igbo culture

）
と
呼
び
、

イ
ボ
社
会
に
お
け
る
エ
ゼ
の
権
威
を
蝕
む
試
み
と
し
て
非
難
し
て
い

る
。
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揺
る
が
す
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
故
郷
の
文
化
を
模
し
た
都
市

文
化
を
生
み
出
す
こ
と
で
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
よ
う

と
い
う
、
移
民
た
ち
の
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
り
な
が
ら
も
、
故
郷
の

人
び
と
か
ら
厳
し
い
批
判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
の
動
き
は
止
ま
る
こ
と
が
な

く
、
そ
の
動
き
は
南
部
の
諸
都
市
の
み
な
ら
ず
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国

外
ま
で
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

称
号
授
受
を
め
ぐ
る
都
市
移
民
と
故
郷
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
移

民
た
ち
が
故
郷
や
都
市
の
同
郷
者
た
ち
の
社
会
的
承
認
を
受
け
る
た

め
に
故
郷
の
称
号
を
求
め
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
野
元 2005: 

248-253

）。
し
か
し
エ
ゼ
・
イ
ボ
や
、
彼
が
授
与
す
る
首
長
位
の
称

号
に
つ
い
て
は
、
こ
の
分
析
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
称
号

は
都
市
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
故
郷
の
人
び
と
が
ま
っ

た
く
承
認
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ゼ
・
イ
ボ
と
関
わ
る
称
号
を

手
に
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
社
会
的
承
認
は
、
居
住
地
の
都
市
に
限

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
創
造
の
動
き
は
、

イ
ボ
人
移
民
た
ち
の
一
部
に
定
住
者
と
し
て
の
意
識
が
生
ま
れ
、
移

住
先
の
都
市
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た

結
果
生
じ
た
現
象
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
王
制
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
媒
体
と
し
て
用
い
る

の
か
。
王
位
や
首
長
位
が
も
つ
象
徴
的
価
値
は
、
移
民
た
ち
と
故
郷

の
関
係
の
み
で
は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
日
の
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
に
お
い
て
、
王
制
と
関
わ
る
称
号
は
、
民
族
の
垣
根
を
越
え
て

交
換
さ
れ
る
象
徴
財
と
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ウ
グ
ハ
ン
（V

aughan 
1991: 319

）
は
伝
統
的
権
威
者
た
ち
が
高
位
に
あ
る
有
力
者
た
ち

に
称
号
を
授
与
す
る
こ
と
を
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
「
国
内
に
広
が
っ

た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
植
民
地
時
代
か
ら
現
在
ま

で
続
く
伝
統
的
権
威
者
を
認
知
し
保
護
す
る
国
家
政
策
に
よ
っ
て
、

王
や
首
長
の
地
位
は
、
高
い
象
徴
的
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

多
民
族
が
共
生
す
る
都
市
に
お
い
て
、
自
ら
を
一
時
逗
留
者
で
は

な
く
定
住
者
と
定
め
た
移
民
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
ひ
と
つ

の
民
族
内
で
は
な
く
、
民
族
の
垣
根
を
越
え
て
認
知
さ
れ
た
象
徴
財

で
あ
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
民
族
を
越
え

て
認
知
さ
れ
た
王
位
や
首
長
位
こ
そ
、
定
住
者
と
な
っ
た
移
民
た
ち

が
都
市
に
お
い
て
自
ら
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
象
徴
財
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
イ
ボ
人
移
民
た
ち
が
エ
ゼ
・
イ
ボ

制
度
に
示
す
関
心
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
近
現
代
史
の
な
か
で
創
り
出

さ
れ
た
同
国
の
政
治
文
化
に
も
と
づ
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ポ
ス
ト

植
民
地
時
代
の
ア
フ
リ
カ
全
土
に
広
が
る
「
首
長
位
の
復
活
」
と
呼

ば
れ
る
現
象
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

◉
付
記

　
　
　

本
研
究
は
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
イ
ボ
人
移
民
に
よ
る
擬

制
的
王
制
の
創
造
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
松
本
尚
之
）
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

Ⅳ　

考
察

エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
は
、
移
民
た
ち
が
故
郷
の
エ
ゼ
制
度
を
模
し

て
創
造
し
た
新
し
い
権
威
者
の
地
位
で
あ
る
。
エ
ゼ
・
イ
ボ
に
よ
る

称
号
制
度
の
導
入
や
評
議
会
の
設
置
は
、
す
べ
て
故
郷
の
エ
ゼ
の

そ
れ
と
類
似
し
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

一
九
七
〇
年
代
の
国
家
政
策
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
エ
ゼ
の
地

位
が
イ
ボ
社
会
に
浸
透
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
移
民
た
ち
に
よ
る
エ

ゼ
・
イ
ボ
創
造
の
動
き
も
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
イ
ボ
人
移
民
た
ち
に
よ
る
擬
制
的
王
制
の
創
造
は
、
ポ

ス
ト
植
民
地
時
代
の
「
首
長
位
の
復
活
」
が
今
日
の
イ
ボ
社
会
に
与

え
た
影
響
の
大
き
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

エ
ゼ
・
イ
ボ
と
は
、
イ
ボ
語
で
「
イ
ボ
人
の
王
」
を
意
味
す
る
。

し
か
し
エ
ゼ
・
イ
ボ
は
、
一
定
の
地
域
空
間
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、

同
地
域
に
住
む
イ
ボ
人
移
民
と
の
み
関
わ
り
を
も
つ
。
同
一
地
域
に

住
む
ホ
ス
ト
の
立
場
に
あ
る
民
族
や
他
民
族
出
身
の
移
民
た
ち
に
対

し
て
は
何
ら
権
限
を
も
た
な
い
。
加
え
て
、
イ
ボ
人
移
民
た
ち
に
し

て
も
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
権
限
を
認
め
な
い
者
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
人

び
と
を
従
属
さ
せ
る
手
段
を
も
た
な
い
。
さ
ら
に
、
今
日
の
伝
統
的

権
威
者
た
ち
の
よ
う
に
、
国
家
の
後
ろ
盾
や
、
法
に
も
と
づ
く
承
認

が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
は
王
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
王
位
を
媒
体
と
し
た
自
発
的
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
長
と
い
っ
た
ほ
う
が
、
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
な
ぜ
、
既
存
の
同
郷
団
体
と
は
異
な
る
、
王
制
を
媒
介
と
し

た
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ノ
の
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
を
分
析
し
た
オ
サ
ガ
エ
（O

saghae 
1994: 71-74

）
は
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
の
地
位
が
創
造
さ
れ
た
第
一
の
理

由
と
し
て
、移
民
た
ち
と
故
郷
の
結
び
付
き
の
変
化
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
故
郷
を
離
れ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
内
外
で
暮
ら
す
イ
ボ
人

移
民
た
ち
に
つ
い
て
は
、彼
ら
の
多
く
が
移
住
先
の
地
に
お
い
て「
一

時
逗
留
者
」（tem

porary sojourner

）
の
立
場
に
と
ど
ま
り
、
都

市
と
故
郷
を
行
き
来
す
る
二
重
生
活
を
送
り
続
け
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
（Gugler 1971; 1997

）。
し
か
し
、
移
住
生
活
の
安
定

化
や
長
期
化
と
と
も
に
、
自
ら
を
「
定
住
者
」（settler

）
と
し
て

位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ノ
の
集
権
的
な
宗
教

政
治
体
制
に
適
応
す
る
た
め
に
も
、
王
制
を
媒
体
と
し
た
移
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
時
逗
留
者
か
ら
定
住
者
へ
と
い
う
移
民
た
ち
の
意
識
の
変
化

は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
南
部
の
諸
都
市
へ
の
エ
ゼ
・
イ
ボ

制
度
の
普
及
を
考
え
る
際
に
も
重
要
で
あ
る
。

Ⅲ
章
で
論
じ
た
と
お
り
、
エ
ゼ
・
イ
ボ
制
度
に
関
す
る
故
郷
の
人

び
と
、
と
く
に
エ
ゼ
た
ち
の
反
応
は
非
常
に
否
定
的
で
あ
る
。
エ

ゼ
・
イ
ボ
制
度
は
、
そ
れ
と
関
わ
る
者
と
故
郷
の
間
に
権
威
関
係
の

ね
じ
れ
を
生
み
出
し
て
お
り
、
イ
ボ
ラ
ン
ド
の
エ
ゼ
た
ち
の
権
威
を
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＊
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お
も
に
イ
ボ
ラ
ン
ド
北
部
や
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部
の
一
部
の
集
団
に
は
、
王
や
首

長
を
頂
く
集
権
的
な
社
会
も
存
在
し
た
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iro 
1972; O

nw
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u 1981
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し
か
し
伝
統
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な
イ
ボ
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と
見
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究
者
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は
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そ
れ
ら
社
会
に
み
ら
れ
る
集

権
的
な
権
威
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を
「
侵
入
的
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文
化
特
性
（U

chendu 1965: 3

）
や

「
外
来
の
起
源
」（M

eek 1937: 185

）
と
見
な
し
た
。

＊
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以
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概
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ボ
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の
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造
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